
証券コード：2922

第 62 期報告書

平成21年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日

株主のみなさまへ

配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。
確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社等にご確認をお願いします。
なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封させていただいております。
確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

●「配当金計算書」について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である
中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

●住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。
●未払配当金の支払いについて

〒114-8611　東京都北区王子5丁目5番1号

株主メモ

事 業 年 度 

定 時 株 主 総 会

基 　 準 　 日

公 告 の 方 法 

株 主 名 簿 管 理 人

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月下旬
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日

電子公告の方法によります。
 

東京都港区芝三丁目33番1号　中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部　電話  0120-78-2031（フリーダイヤル）

中間配当：毎年9月30日

ただし電子公告によることができないやむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告ホームページ　http://www.natori.co.jp/koukoku/index.html

http://www.natori.co.jp/

HOME PAGE 

取次事務は中央三井信託銀行株式会社の本店および全国各支店ならびに日本証券代行株式会社の本店および
全国各支店で行っております。
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ご あ い さ つ

株主の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素は「なとりグループ」に格別のご高配を賜り厚く御礼申
し上げます。

　ここに第 62 期（平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日
まで）報告書をお届けするにあたり、改めて皆様の日頃のご支
援に深く感謝申し上げます。
　第 62 期は、利益面では原材料価格の落ち着きもありました
が、全社を挙げてのコストコントロールの取り組みが功を奏
し、大幅な増益となりました。一方、売上面では景気低迷による
消費者の生活防衛意識の一層の高まりや外部環境の急激な変
化により、大変厳しい状況にありましたが、増収で終了するこ
とができました。
　今期（平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日まで）は、
中期経営計画「イノベーション 63 ～新生なとりへの道～」の総
仕上げの年となります。新製品開発を主として、攻めに軸足を
移しながら、収益力強化の守りも固めていく二正面作戦で
目標達成に向けて邁進していく所存でございます。
　株主の皆様におかれましては、何卒一層のご支援を賜ります
よう、宜しくお願い申し上げます。

平成22年6月吉日

代表取締役社長　名取 三郎
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ミッション

企業メッセージ

素材の風味を活かし、生産・流通・販売において

温度帯にとらわれず、手軽に食べられ、

様々な食シーンにマッチする、楽しさの演出に

欠かせないおつまみをお客様にお届けします。

株式会社なとりとそのグループは、自由闊達にして公正

で節度ある企業活動により、食文化の創造と発展を通し

て、顧客満足・株主還元・社会貢献の実現を図り、社会的

に価値ある企業として、この会社に係わるすべての人が

誇りを持てる会社を目指します。
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中期経営計画「イノベーション63～新生なとりへの道～」の進捗状況

　当連結会計年度における国内経済は、海外経済の持ち直しも

あり、生産には緩やかながら回復の動きもありましたが、雇用情勢や

所得環境は依然厳しく、個人消費の低迷から国内市場は慢性的

な需要不足が続く状況にありました。

　食品業界では、景気低迷による消費者の生活防衛意識の高まり

から、低価格志向商品への需要シフトが進行し、また、「安全・安心

を担保し、おいしく価値ある製品」の提供を求める消費者意識も

高まっています。食品メーカーが厳しい競争下にある一方で、

「内食回帰の傾向」は追い風となっております。

　当社グループではこうした市場環境に対応し、全国の地域主力

チェーンへの提案型営業の取り組み強化、及び大手コンビニ

エンスストア、総合スーパーへのチーム編成による営業組織の

枠を超えた対応強化を拡充すると共に、消費者の節約志向に合わ

せた低価格製品の販売強化と、多様化するお客様のニーズを捉

えた「価格に見合った価値ある製品」の市場投入を積極的に行い

ました。また、テレビCMを導入し、企業価値向上を目指したブ

ランド戦略を採り、主力のチーズ鱈製品の売上拡大を積極的に

行なった結果、増収を達成することができました。

　製品群別にみても「一度は食べていただきたい 熟成チーズ鱈」

などのチーズ鱈全体の売上が伸長したことや、新製品である「いつ

でも手軽に食べられる おつまみチーズ」が久々のヒット商品と

なり、酪農加工製品全体の売上が増加しました。農産加工製品も、

豆菓子を中心とした低価格帯の「ジャストパックシリーズ」が

好調に推移し、増収に貢献しました。

　利益面では、原材料価格の落ち着きもありましたが、調達コスト

低減の取り組みとして、仕入先の多元化及び在庫マネージメント

の徹底に努めました。

　テレビCMの実施や、売上増に伴う販売促進費の増加、設備の

修繕等により費用が増加した一方で、コストコントロール委員会

による費用のムダとりが功を奏し、その結果、当連結会計年度の

売上高は 31,828 百万円（前期比 0.5%増）、営業利益は 1,668 百万円

（前期比 93.5％増）、経常利益は 1,673 百万円（前期比 94.9％増）、

当期純利益は 550 百万円となりました。
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　今後も、個人消費の低迷、企業間の価格競争の激化、原材料価格

の変動など、予断を許さない状況が続くものと予想されます。

　しかしながら、本年は中期経営計画「イノベーション 63」の最

終年度であり、その達成に向けて以下の施策に取り組みます。

　開発面では、新素材・新技術・新価値・新サービスという４つ

の切り口で、変化し続けるお客様のニーズをしっかり捉え、価格

に見合った価値があり、美味しく楽しさを演出するおつまみの

開発に注力いたします。

　販売面では、新製品と販売強化商品の集中的な市場投入を図り、

取引先の新規開拓及びインストアシェアの拡大強化を図ります。

　中期経営計画「イノベーション 63」の総仕上げの年として、目

標を達成すべく、更なる地道な努力を重ねてまいります。

　中期経営計画「イノベーション 63 ～新生なとりへの道～」は、

当社グループの持続的成長と企業価値向上を実現させるために

構築した 3ヵ年経営計画です。当計画では “新たなおつまみ市場の

創出”、“自己革新による収益力の強化”、“グローバル化の一層の

推進”、“社会的責任～安全・品質・環境～の重視”といった 4つ

の経営目標を掲げ、その達成に向けて日々努力を重ねています。

　原資材調達コストを削減するために、仕入先の多元化及び商流
の見直しなどに取り組んでまいります。また、原料、資材の見直しに
よる最適化を行い、同品質で低コスト、あるいは高品質で同コスト
な代替原材料・新原材料の発掘に努めてまいります。また、生産性
を向上させるべく、生産設備のオートメーション化を図り、現場改
善プロジェクトによる作業のムダとり・効率化を推進いたします。
物流経費の削減としては、物流業務の一部アウトソーシングや、共
同配送を他のセンターへ展開するなど収益力の更なる強化を図っ
てまいります。
　今期は現行中期経営計画の総仕上げとして、また、次期中期経営
計画への布石とするべく全社一丸となって取り組んでまいります。

　現在、珍味売場では、マーケットの変化へ対応し、従来の珍味
メーカー以外にスナック系、豆系、肉系、魚肉系、酪農系などの
メーカーが参入し、売場のボーダーレス化が一層進んでおります。
当社グループでは、これまでの製品群別の分類である「２カテゴ
リー９ジャンル」を発展的に変更し、「おつまみ９ジャンル」として
再定義を行い、売場や顧客のニーズの変化に対応したスピード
経営を目指します。
　また、新たな顧客獲得を目指した新規開拓はもちろん、当社
シェアの低い取引先におけるインストアシェアアップや、特定
製品の戦略的拡販なども実施いたします。戦略的拡販のひとつ
として、新製品「いつでも手軽に食べられる おつまみチーズ」を
当社製品の柱である「チーズ鱈」に続く第２の柱となるように販
促強化策を積極的に打ち出し、新たな売場への市場定着及び販
売拡大に注力してまいります。

○新たなおつまみ市場の創出

○収益力の強化に向けて

株主の皆様へ

4つの経営目標

中期経営計画最終年度における目標達成に向けて

今後の見通しについて
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31,000

32,000

33,000

500

1,000

1,500

21年3月期
（第61期実績）

22年3月期
（第62期実績）

23年3月期
（第63期計画）

経常利益
売上高

■中期経営計画の構成

新たな
おつまみ市場の

創出

自己革新による
収益力の強化

グローバル化の一層の推進

社会的責任～安全・品質・環境～の重視

売上高
（百万円）

経常利益
（百万円）

第62期を振り返って
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終年度であり、その達成に向けて以下の施策に取り組みます。

　開発面では、新素材・新技術・新価値・新サービスという４つ

の切り口で、変化し続けるお客様のニーズをしっかり捉え、価格

に見合った価値があり、美味しく楽しさを演出するおつまみの

開発に注力いたします。

　販売面では、新製品と販売強化商品の集中的な市場投入を図り、

取引先の新規開拓及びインストアシェアの拡大強化を図ります。

　中期経営計画「イノベーション 63」の総仕上げの年として、目

標を達成すべく、更なる地道な努力を重ねてまいります。

　中期経営計画「イノベーション 63 ～新生なとりへの道～」は、

当社グループの持続的成長と企業価値向上を実現させるために

構築した 3ヵ年経営計画です。当計画では “新たなおつまみ市場の

創出”、“自己革新による収益力の強化”、“グローバル化の一層の
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2010年3月に発売された「いつでも手軽に食べられる おつまみチー
ズ」は、「チーズ鱈」に続く新たなチーズ製品の柱として、1年半の
時間を費やし、開発、導入を進めてきた新しい酪農ジャンルの常温
流通製品です。

これまでのチーズにはなかった新しい美味しさや食感を、当社な
らではの製法により「おつまみにぴったり」という価値を持たせて
発売しました。素材にこだわり、16ヶ月以上長期熟成させた英国産
チェダーチーズ（シリアスリーストロング）を50％配合し、豊かな
コクと風味を極限まで高める調味技術で「凝縮した旨み」に完成さ
せました。また、濃厚なチーズのコクをじっくり味わっていただけ
るよう、「しっとりとしたなめらかな食感」にこだわり、常温でも長
時間食感を維持できるよう、当社独自の製法を開発しました（特許
出願中）。さらに、既存のミニスモークチーズより長さを短くし、ツイ
スト包装にすることで、手を汚さず、手軽に食べられる設計とした

「いつでも手軽に食べられる おつまみチーズ」は、これまでの珍味
市場に新たな変革を起こしたいという熱い思いで開発、導入を進め
てきました。発売後も、より多くのお客様にお届けできるよう、販促
活動に力を入れ、2010年2月に開催された「スーパーマーケットト
レードショー」に出展し、「おつまみチーズ」を全面に打ち出した展
示で、広告宣伝を行いました。今後も更なる定着化を目指して、サン
プリング等を行う予定です。この商品の持つ新たな価値や美味しさ
が、当社の経営理念である食文化の創造とお客様の満足に繋がると
信じて、全社を挙げて売り込み、定着させてまいります。

「食べやすいひとくちサイズ」に仕上げています。これらの商品へ
のこだわりを実現するためには、新たな設備の導入等も必須で、
関連部署すべての力を結集して結実いたしました。

チルドならではのくちどけなめらかな食感に
こだわった「くちどけチーズたら」シリーズ
に新たなラインナップが登場しました。粗挽
きブラックペッパーのピリッとスパイシー
な味わいと香りが魅力の「粗挽きブラック
ペッパー」と、バジルなど3種のハーブをブ
レンドした爽やかな香りの「バジルミック
ス」の2種類です。

世界的に権威ある食品品評会である『モンドセレクション』については、
2007年より出品を継続しております。
2010年は、「一度は食べていただきたい 粗挽きサラミ」が、2008年と
2009年に続き、3年連続で金賞を受賞することができました。
当社製品としては、「一度は食べていただきたい 熟成チーズ鱈」に続く
3年連続金賞受賞です。

当社のロングセラー商品「チータラ」を
使った濃厚な味わいと、ザクザクとし
た食感が楽しめるおつまみなスナック
です。人気のカシューナッツも入った、
飽きのこない美味しさが自慢です。
ビールやワイン、カクテルにも相性抜
群で、様々なシーンで、幅広い世代に好
まれる期待の製品です。

高品質な商品をバラエティ豊かに詰め合
わせた今までにないプレミアムタイプ
のアソートです。第 3弾は、赤ワイン仕
立ての風味高い「ビーフジャーキー」と
デンマーク産のポークを使用した「粗挽
きサラミ」、コクと香りにこだわった「パ
ルメザンチーズ鱈」の組み合わせです。
ビールやワインのおつまみに、ちょっと
贅沢なひとときをお楽しみください。

いかの旨みに加え、衣の調味にもこだわり、
旨みと甘みをプラス。食べ応えのあるザクザ
クとした食感に仕上げたスティックタイプ
のいかフライです。揚げ物と相性のよいカ
レー風味を効かせた辛口タイプも同時発売。
ビールやサワーにぴったりの味わいです。

「陳皮（みかんの皮）」と「山椒」が香る風味豊
かな七味唐辛子を使用し、爽やかで上品な味
わいに仕上げた「あたりめ」と「さきいか」で
す。「あたりめ」は裂き巾を広めにし、より七
味唐辛子の風味を味わい深く仕上げました。
「さきいか」はいかの甘さと、唐辛子の辛さの
絶妙なコントラストで後引く味わいに仕上
げました。お酒にもぴったりの逸品です。

食物繊維たっぷりで、健康や美容を気
にする女性に人気のプルーンとくるみ
を使ったひとくちサイズのお菓子で
す。プルーンのフルーティーな酸味と
上品な甘さが凝縮された味わいで、
たっぷり混ぜ込んだくるみの香ばしさ
や甘みが絶妙にマッチしています。コ
リッと柔らかな歯ざわりも食感に変化
を与えます。

モンドセレクション受賞

新たなチーズへの挑戦～いつでも手軽に食べられるおつまみチーズ～

濃厚で美味な常温チーズおつまみを実現

「くちどけチーズたら」シリーズ

「粗挽きブラックペッパー」 「バジルミックス」

こんがりザクザク食感の「チータラ」

　「ラ・チータ」

2 種の素材の組み合わせが新しい

　「プルーンとくるみ」

「ちょっと辛い柑橘風味のあたりめ」
「辛さ控えめ柑橘風味のさきいか」

スティックタイプのいかフライ

｢うまいか」｢辛口うまいか」
プレミアムアソート

「おつまみセレクション」第3弾
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製品ラインナップ ～素材の風味を活かし、手軽に食べられ、楽しさを演出するおつまみをお届けします。～

水産加工製品 畜肉加工製品

製品群別の売上高・構成比

酪農加工製品 農産加工製品

すなっくな珍味製品 その他製品（レトルト製品・セットもの）

一度は食べて
いただきたい
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総売上高

百万円
31,828

16,355水産加工製品 百万円 51.4％ 4,306畜肉加工製品 百万円 13.5％

4,519酪農加工製品 百万円 14.2％ 1,090農産加工製品 百万円   3.4％

545小物菓子製品 百万円   1.7％ 1,432素材菓子製品 百万円   4.5％

687チルド製品 百万円   2.2％

73すなっくな珍味製品 百万円   0.2％ 2,749その他製品　 百万円   8.7％

※賃貸収入　68百万円（売上高構成比 0.2％）

※単位未満は切り捨て

珍味売場 珍味外売場29,095 百万円（91.4％）珍味売場売上高 2,665 百万円（8.4％）珍味外売場売上高
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　法人税等調整額
当期純利益

平成21年3月31日残高
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　株主資本以外の項目の連結会計年度中の変動額(純額)
連結会計年度中の変動額合計
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純資産の部

(単位：百万円)※単位未満は切り捨て (単位：百万円)※単位未満は切り捨て■連結貸借対照表

(単位：百万円)※単位未満は切り捨て（自 平成21年4月1日　至 平成22年3月31日）■連結株主資本等変動計算書

■連結損益計算書　 (単位：百万円)※単位未満は切り捨て■連結キャッシュ・フロー計算書　
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財務の状況 開発・生産・営業・物流拠点

(単位：百万円)※単位未満は切り捨て
■個別損益計算書
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事業年度中の変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
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　株主資本以外の項目の事業年度中の変動額(純額)
事業年度中の変動額合計
平成22年3月31日残高

(単位：百万円)※単位未満は切り捨て（自 平成21年4月1日  至 平成22年3月31日）■個別株主資本等変動計算書
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自己株式 株主資本合計 その他有価証券評価差額金

資産の部

負債の部   

　現金・預金
　受取手形・売掛金
　たな卸資産
　繰延税金資産
　その他
　貸倒引当金
流動資産合計
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
固定資産合計
資産合計

　支払手形・買掛金
　短期借入金
　1年以内に返済予定の長期借入金
　未払法人税等
　賞与引当金
　その他
流動負債合計
　長期借入金
　繰延税金負債
　役員退職慰労引当金
　その他
固定負債合計
負債合計

2,741
1,050
528
572
218

2,488
7,599
1,038
235
337
438

2,050
9,650

2,954
2,070
183
206
187

1,098
6,700
316
473
270
140

1,201
7,902

売上高
　売上原価
　売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税引前当期純利益
　法人税､住民税及び事業税
　法人税等調整額
当期純利益

純資産の部
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
株主資本合計
　その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産合計
負債・純資産合計

(単位：百万円)※単位未満は切り捨て■個別貸借対照表

（平成22年3月31日現在） （平成21年3月31日現在） （平成22年3月31日現在） （平成21年3月31日現在）

（株）函館なとり

埼玉工場（株）全珍

メイホク食品（株）

食品総合ラボラトリー

豊島ファクトリー＆オフィス

営業拠点
営業所全国35ヵ所

連結子会社
国内9社

開発拠点
食品総合ラボラトリー
東京都北区豊島8丁目3番3号

生産拠点 物流拠点
（株）なとり埼玉工場
埼玉県久喜市清久町1番6号

メイホク食品（株）
北海道北斗市清水川220番1号

（株）函館なとり
北海道北斗市清水川142番12号

豊島ファクトリー＆オフィス
東京都北区豊島8丁目3番3号

（株）全珍
広島県呉市広末広1丁目3番28号

首都圏配送センター
埼玉県加須市大桑2丁目23番1

北日本配送センター
北海道札幌市東区北19条東22丁目1番4号

東北配送センター
宮城県仙台市若林区卸町東2丁目2番7号

中部日本配送センター
愛知県名古屋市中川区柳森町803

関西配送センター
大阪府東大阪市本庄中1丁目1番33号

九州配送センター
福岡県大野城市御笠川4丁目7番16号

平成21年4月1日から
平成22年3月31日まで（ ） 平成20年4月1日から

平成21年3月31日まで（ ）

当期末

1,850
4,633
3,390
151
159
△11

10,175
11,259

149
1,359

12,769
22,944

前期末

518
4,449
4,228
107
238
△11
9,531
9,536
145

1,610
11,292
20,823

当期末 前期末

1,975
2,290
9,846
△815
13,296
△2
△2

13,294
22,944

1,975
2,290
9,533
△815
12,983
△62
△62

12,921
20,823

当期 前期

29,599
19,727
9,871
8,430
1,441
128
114

1,455
0

539
915
751

△322
487

29,332
20,481
8,851
8,021
830
141
132
839
28

173
694
377
△52
370



●北日本（配）

●東北（配）

●首都圏（配）

●中部日本（配）

●関西（配）●九州（配）

札幌（営）●

秋田（営）●

山形（営）●

前橋（営）●

西東京（営）●

神奈川（営）●

金沢（営）●

広島（営）●

福岡（営）●

新潟（営）●

兵庫（営）●

メイホク食品（株）●

　●
（株）全珍

●埼玉工場

●豊島ファクトリー＆オフィス
●食品総合ラボラトリー

（株）函館なとり●
函館（営）●

●帯広（営）

仙台（営）●

郡山（営）●

●青森（営）

●盛岡（営）

●宇都宮（営）

●水戸（営）

●千葉（営）

●埼玉（営）

●東京（営）
●（株）上野なとり

●長野（営）

京都（営）
●
●大阪（営）

●岡山（営）

●熊本（営）

●鹿児島（営）

●高松（営）

●和歌山（営）

●富山（営）

●松本（営）

●甲府（営）
●静岡（営）

●名古屋（営）
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証券コード：2922

第 62 期報告書

平成21年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日

株主のみなさまへ

配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。
確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社等にご確認をお願いします。
なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封させていただいております。
確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

●「配当金計算書」について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である
中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

●住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。
●未払配当金の支払いについて

〒114-8611　東京都北区王子5丁目5番1号

株主メモ

事 業 年 度 

定 時 株 主 総 会

基 　 準 　 日

公 告 の 方 法 

株 主 名 簿 管 理 人

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月下旬
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日

電子公告の方法によります。
 

東京都港区芝三丁目33番1号　中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部　電話  0120-78-2031（フリーダイヤル）

中間配当：毎年9月30日

ただし電子公告によることができないやむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告ホームページ　http://www.natori.co.jp/koukoku/index.html

http://www.natori.co.jp/

HOME PAGE 

取次事務は中央三井信託銀行株式会社の本店および全国各支店ならびに日本証券代行株式会社の本店および
全国各支店で行っております。


